
   

 

 

 

 

平成 2８年３月１０日 

中部地方整備局 

 

 

 

平成２７年度「手づくり郷土
ふるさと

賞」(国土交通大臣表彰)について 

中部地方整備局管内から２件が選定されました。 
 
 

 

今般、手づくり郷土
ふるさと

賞選定委員会が開催され、全国各地から寄せられた５０件の応募(一般部門:

３８件、大賞部門:１２件)の中から優れた取組として一般部門１５件、大賞部門７件が選定されました。 

そのうち中部地方整備局管内において寄せられた４件の応募（一般部門：２件、大賞部門：２件）の

中から一般部門１件、大賞部門１件が選定されました。 

受賞案件について認定証授与式を行いますのでお知らせいたします。 

 

「手づくり郷土
ふるさと

賞」は、社会資本と関わりをもつ地域づくりの優れた取組を表彰し、好事例として広

く全国に紹介することで、個性的で魅力ある地域づくりに向けた取組が進むことを目的として昭和 

６１年度に創設され、平成２７年度で３０回目の開催となります。 

 

■平成２７年度「手づくり郷土
ふ るさ と

賞」 選定結果（中部地方整備局管内） 

 

<大賞部門> 

○清水港・みなと色彩計画(静岡県静岡市) 

 

<一般部門> 

○清流長良川漁場の再生への取り組み(岐阜県郡上市) 

 

 

１． 添付資料：資料１ 中部地方整備局受賞案件及び認定証授与式の日時・場所 

資料２ 中部地方整備局管内の受賞案件概要 

資料３ 平成２７年度手づくり郷土賞について 

 

２．配布先：中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、岐阜県政記者クラブ 、静岡県政記者クラ 

ブ、静岡市政記者室、港湾空港タイムス、港湾新聞、日本海事新聞、海事プレス 

 

 

 



 

 

 

３．問合せ先 

（手づくり郷土賞全般について） 

中部地方整備局  企画部 技術企画官 西子 恵市 

建設専門官 菊池 五輪彦 

Tel ０５２－９５３－８１２７ 

 

（清水港・みなと色彩計画「認定証授与式」について） 

中部地方整備局 清水港湾事務所 企画調整課 堀池 昌生 

Tel ０５４－３５２－４１４８ 

  

＜参考＞ 

○国土交通大臣表彰「手づくり郷土
ふるさと

賞」ホームページ 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/inde.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料１ 

 

中部地方整備局管内の受賞案件及び認定証授与式の日時・場所 

 

■平成２７年度 手づくり郷土
ふるさと

賞（大賞部門） 

        

 

受 賞 案 件 名 

 

 

清水港・みなと色彩計画  

 

  

所 在 地 

 

静岡県静岡市 

     

受 賞 団 体 

 

清水港・みなと色彩計画推進協議会 

認定証授与式 

 

 

日時：平成２８年３月１６日(水) １４:００～ 

会場：清水テルサ１階テルサホール 

住所：静岡市清水区島崎町２２３ 

 

■平成２７年度 手づくり郷土
ふるさと

賞（一般部門）  

        

 

受 賞 案 件 名 

 

 

清流長良川漁場の再生への取り組み  

 

  

所 在 地 

 

岐阜県郡上市 

     

受 賞 団 体 

 

郡上漁業協同組合 

 

認定証授与式 

 

 

 

調整中 

詳細が決定次第改めてお知らせいたします。 

 

 

 



手づくり郷土賞 中部地方整備局管内の受賞案件概要

資料２

＜活動内容＞

度重なる出水により河床の低下が進行し、魚類等の生息環境

が悪化していた事から、岐阜県により伝統的な石垣構築技術を

活用した分散型落差工が整備されました。魚類生息環境の維持

と清流長良川を地域全体で守るため、清掃活動を実施するとと

もに、若い担い手を育てるため、アユの放流や釣り大会を実施し

ています。

地元小学校の総合学習の時間を利用した魚の放流や釣りを実

施し、平成23年から延べ342名が参加しています。この取り組み

に参加した子供達が中心になり「中高生友釣り選手権」を開催し

ました。
総合学習の一環としての釣り体験

中高生を対象にした鮎の友釣り選手権

清流長良川漁場の再生への取り組み （岐阜県・郡上市）

受賞団体 ： 郡上漁業協同組合

＜活動内容＞

当初、市民が立ち寄る事が出来ない殺伐とした産業空間で

あった清水港及び周辺地区において、港湾施設・工作物の維持

管理時期を捉え、風景に調和する港湾景観を形成するため、み

なと色彩計画推進協議会を発足しました。立地企業等の自主的

な取り組みにより景観形成が進められています。

また、本計画の普及啓発に向けた情報発信や市民へのアン

ケートを実施しており、平成２６年度のアンケートでは市民の

70％が快適な憩い、潤いの場と評価しています。

シンボルカラーで彩られた
ガントリークレーン

賑わい・活気をイメージした
配色計画（日の出地区）

ふるさと

清水港・みなと色彩計画 （静岡県・静岡市）

受賞団体 ： 清水港・みなと色彩計画推進協議会

【大賞部門 】

【一般部門 】



選定委員会

応 募 団 体

部 門

全国各地において、地域固有の自然や歴史、伝統、文化や地場産業等を貴重な地域資源として再認識し
積極的に利活用した、魅力ある地域づくりに成功している事例が数多く見受けられます。

このように、地域の魅力や個性を創出している良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活動を
一体の成果として発掘し、「手づくり郷土賞」として表彰するとともに、好事例として広く紹介することにより、各
地で個性的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が一層推進されることを目指しています。

社会資本を有効活用し地域づくり等に取り組む活動団体が単体、又は社会資本を管理する地方公共団体

（都道府県、市区町村）との共同で応募することができます。

目 的

地域の魅力や個性を創出している、社会資本及

びそれと関わりがある優れた地域活動が一体となっ

た成果

これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した社会資本

又は社会資本と関わりのある活動 を含む成果

募集対象

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたっての
創意・工夫

（地域特性を踏まえた整備・維持管理上の工夫、地域資源
としての活用・育成 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性
（新しい発想、住民自ら考え工夫を凝らした取組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果
（地域への思いに富んだ取組、地域づくりの枠を越えた
効果 等）

④今後の活動の継続性・発展性
（住民が長く活動を続けられる仕組み、周囲を広く巻き
込む工夫 等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性
⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

手づくり郷土賞の選考は、以下の視点に着目して行われます。

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたっての
創意・工夫
（地域特性を踏まえた整備・維持管理上の工夫、地域資源
としての活用・育成 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性
（新しい発想、住民自ら考え工夫を凝らした取組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果
（地域への思いに富んだ取組、地域づくりの枠を越えた
効果 等）

④今後の活動の継続性・発展性
（住民が長く活動を続けられる仕組み、周囲を広く巻き
込む工夫 等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性
⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

⑦社会資本の地域への定着状況
（地域のシンボルとして広く認識されている、多くの地域
住民が日常的に活用 等）

⑧活動の継続状況
（規模を広げながら着実に継続している 等）

⑨活動の発展状況
（新たな取組を創出している、他地域へ波及している 等）

選定のポイント

手づくり郷土賞（一般部門）
ふ る さ と

手づくり郷土賞（大賞部門）
ふ る さ と

※ 詳細については、国土交通大臣表彰「手づくり郷土賞」ホームページをご覧ください。
（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html）

ふ る さ と

平成２７年度 手づ く り 郷 土 賞
資料－３

委員長： 齋藤 潮 東京工業大学大学院社会理工学研究科 教授

荻原 礼子 結 まちづくり計画室 代表・まちづくりプランナー

佐々木 葉 早稲田大学創造理工学部 教授

鈴木 伸治 横浜市立大学国際総合科学部 教授
関 幸子 株式会社ローカルファースト 代表取締役
田中 里沙 株式会社宣伝会議 取締役副社長 兼 編集室長

森反 章夫 東京経済大学現代法学部 教授

瀧口 敬二 国土交通省総合政策局長
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